第２号様式

会議議事録
	１　会議名
	　第１回２学期制検討委員会会議記録

	２　開催日時
	平成１７年５月１９日（木）午後３時から５時まで


	３　開催場所
	長岡市役所幸町分室　２階　研修室

	４　出席者名
	（委員）
　井上　暁委員長　　草間真由美副委員長　大井　盛久委員　
西堀　　勉委員　　西岡　富雄委員　　棚橋　正明委員

吉沢嘉一郎委員　　高野　紀子委員　　岡田香代子委員

穂苅　英嗣委員　　小林　高士委員　　佐々木　秀俊委員

勝又　孝子委員　　櫻川　さゆり委員　田中　　仁委員

永井　林一郎委員　保科　聡子委員　　今成　　満委員
齋藤　宣明委員　　南雲　　茂委員
　(事務局)

笠輪春彦教育長　加藤孝博教育部長　佐藤伸吉学校教育課長

山本武管理主事　池田敏郎統括指導主事　大矢慎一指導主事
中林郁郎指導主事

	５　欠席者名
	　なし

	６　議題
	(1) 先行実施校の取組に関する報告
　ア　報告

　　○　宮内小学校

　　○　南中学校

· 東北中学校

イ　質疑・意見交換

　
(2) 今後の日程について
　
(3) その他
　　特になし


	７　審議結果の
概要
	(1)　資料「２学期制に関する先進実施校の取組について」に基づき、

３校から報告がある。

　　○　宮内小学校

　　・問題行動が減少し、学習への集中の高まりや夏休みの充実などの成果が見られた。見通しがもちにくく、多忙感を払拭するまでにいたらなかった。対外的な行事との調整なども検討の余地があった。

　　○　南中学校

　　・長期休業前の教育相談の充実、指導と評価の一体化などの成果が得られた。通知表の回数減による生徒・保護者の不安感の払拭学校行事の見直しなどの課題が残った。

· 東北中学校

・学習期の工夫により、部活動と学習に集中できる体制をつくることができたため、各種大会ですばらしい成果を収めることができた。時間的・精神的ゆとりをもてるようになった。

　イ　質疑・意見交換

　　・年間行事計画の見直しについてどのように行ったか。

　　→　学校の実態を踏まえ、主な行事の日程を調整したり、行事等に応じた学習期を工夫したりして見直しを行った。
　　・子どもと先生が向き合える時間が増えたか。ゆとりについてはどうか。
　　→　長期休業前に通知表作成に充てていた時間を個別指導や教育相談の時間にするなど工夫を凝らした結果、ゆとりが生じ、子どもと先生が向き合える時間が増えたと考える。
　　・中学校における通知表について、２回では少ないので中間にも通知することによる影響はどうか。
　　→　学習のまとまりごとの評価ということで、一部の教科を除いて通知している。その都度コンピュータにデータを入力しているので、教師の負担はそれほど大きくない。
　　・担任の力量と２学期制との関係についてはどうか。
　　→　評価が違うように、担任に対するとらえ方が人によって当然違ってくる。しかし、学校経営の中で一番考えていることは、その人の良さをいかに組み合わせていくかということである。
(2) 今後の日程について

　次回は、６月８日（水）18:00～20:00に開催する。
(3) その他
　　特になし。


	８　審議の内容
　３校の報告

	宮内小学校、南中学校、東北中学校の校長又は教頭から資料「平成
１６年度　２学期制に関する先行実施校の取組について」に基づき１

年間の２学期制の取組の結果について報告がなされる。
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	昨年度５回の検討委員会をもって、中間まとめを１１月２６日に教
育長さんに報告した。そのときの内容としては、子どもたちに向き合う時間が確保できる、特色ある学校づくりを行う上で有効な方法となりうる、絶対評価の目的をより達成しやすい、教職員の意識改革や学校改革にもつながるなど、２学期制の導入自体には賛成したわけである。３校の実践の報告を聞いた上で、どんな課題があるか、その課題をどのようにクリアされたのか、という点について、これから皆さんから活発に質疑、意見を出してほしい。
宮内小に確認したいことがある。一つは、２ページの対外的な行事
との調整というところで「２学期制を市内各校が実施するならば対外的行事を全面的に見直す必要がある」とある。こうしたほうがいいというような具体的な提言として出ていないか。二つ目は、文化祭を遅らせるというのは、年間行事計画では、１１月５日の親子ふれあいデーが文化祭にあたるのか。東北中に質問。５期制と２学期制について、その月割りを教えてほしい。
当校の資料５をご覧いただきたい。年間行事計画で、９月２１日が
ほほえみ交流会、２７日が親善陸上大会、１０月２４日が親善音楽会、当校の文化祭は１１月６日に設定し、遅らせた。試案だが、当校ではこういう声がある。親善音楽会をできればこの時期にではなく６、７月にすることができる。ほほえみ交流会については、やはり親善陸上とは近くないほうが、６年生の障害児学級の子にとってみれば連続なので、離したほうがよいということだった。
月割りのことだが、季節にならって、春・梅雨・夏・秋・冬、起・承・転・転・結となっている。4・5月がA期、6・7月がB期、8・9月がC期と、１学期はこのABC期からなり、部活動中心にやっていこうという位置づけでやっている。２学期は、10・11・12月がD期、1・2・3月がE期。この６ヶ月間はゆっくりじっくりと学習に取り組むという位置づけでこの２学期制を進めている。
学期末に通知表を出すことについて、３回が２回になるので保護
者・本人にとって心配なのではないか、学習の連続というけれども夏休み、冬休みが入ると、実際には分断されるのではないかという心配もあるわけだ。先生方の時間的なゆとり、精神的なゆとりが本当に生まれたのかどうか、そういう面でもありましたら出してほしい。
宮内小に。２学期制にしたときに、私たちは子どもに向き合う時間
を増やしたいと考える。１番目に、何によってそのように増やせたのか、時数増によって増えたのか、行事の精選、配置等の並びなのか、あるいは教員の意識なのか、気づかれたことがあったら教えてほしい。
中学校では、対外的な部活動の大会とのからみで、例えば、２回の
通知表が出るわけですが、中間にある程度の評価、……柏崎を見せていただいたら、柏崎の中学校では中間に５教科の成績を出しているということですが、……結局市内大会あたりにその成績処理が重なる、あるいは、2学期制の１学期末の９月末には新人戦があり、そのころの職員（担任）の成績処理の大変さなどはなかったのかという質問である。３校にかかわって、弾力的運用にしたときに、８月末の臨時職員の扱いをどうするのかという問題である。８月いっぱい一月をどうしても休ませなければならないという問題をどうクリアされたのか、ありましたら聞かせてほしい。
４ページをご覧いただきたい。（４）で、その一つの成果と言うか、
どういうふうに取り組んだかをまとめておいた。一つは、通知表作成がなかった。テストでその時間は長期休業前の個別指導に本当にじっくり取り組むことができた。学期始めの放課後、午前放課というようなことで、成績処理とかいろいろあるわけだが、昨年度は教育相談の時間をじっくり取り組んだ。子どもたちとじっくり向き合うことができた。家庭訪問のときにもじっくりと向き合って三者面談等も学年発達に応じてやった。弾力的運用とかかわらせて１５時間増えたという実態があるのだが、それが増えたからつき合う時間が増えたということではなく、うまく工夫した方が大きいと感じている。ただし１５時間増えた分は、生徒指導や学習指導すべて充てているので、他校に比べてやはりゆとりや触れ合う時間はたいへん出てきた。
中学校関係で質問があったが、２回の通知表では不十分だというの
で、中間に５教科についてさらに家庭に通知を出す、というのではまた煩雑になるというのではないかという問題もある。そういった問題について、中間の通知をどう解決されたのか。南中さんはどうか。
資料１～最後の年間行事計画表をご覧いただきたい。中間の通知表という言われ方をしたが、南中学校では、まとまりごとの評価、ということで原則全教科出す。ただし、週１時間の美術、音楽、技術・家庭については、できるものは出すけれども実際にはなかなか出せない。具体的に言えば、５教科と体育が中間に出せる。その時期は６月の下旬、市内大会が終わった後、第１回の定期テストがあり、それまでの成果を通知している。皆さん方のイメージの中の通知表と言うと、今まで全部やってきたものをそこで慌てて集計してやるというように、お考えだと思う。本来で言えば、一つの学習のまとまり、単元でも結構だ。そのときの成績は、その都度記録している。今は全員がコンピュータに数字として打ち込んでデータとして学校の中に完全にしまいこんである。それを一人一人の個票にして打ち出すだけという設定をすれば新たに手で書いて通知表を作るということはない。教師の負担は皆さん方が考えるよりもないと思う。９月にも２回目の通知をするが、この時期も新人戦とは重ならないように配慮する。中学校長会で配慮していただいて新人戦をずらしてもらっている。臨時職員については１７年度は一人いたが、８月いっぱいは勤務しないということで、授業に影響するとすれば３０、３１日の二日間だが、運動会前ということで、授業は午前中の涼しいうちだけで、午後からは運動会に向けた準備ということで、それほどの影響はない。
定期テストを６回行うわけだが、その都度１回ごとに成績を家庭に
通知している。９月９日に３回目を行った後、評定を出している間になど。昨年度臨時職員が一人いたが、体育祭ということであまり影響はなかった。
臨時職員の問題は、委員がご指摘のとおり、８月いっぱいはいない。当校昨年は学級担任が３人いた。困った。でもなんとか級外職員で乗り切った。そこで、教育委員会の皆さんにお願いだが、県の規則では確かに８月いっぱいを切りなさいということだが、それを弾力的に１か月間切ればいいような運用をオーケーにしていただければ、７月末から各校が必要な１か月間臨時職員を切れるので、何とかお願いしたい。
今の考え方としては、１か月を切るということが基本なので、７月も勤務するが、８月の末から勤務すると８月も勤務ということになるので、連続して１月休むと、１２か月までと勤務するということなので、今の段階では県の取扱いはそうなる。
昨年度は試行ということで、教職員の多忙感と言うか、ゆとりが今
一つだった。今後２学期制を推進していく上で、新しい工夫と多忙感の払拭をどのようにしていくのか。二つ目として、担任によるばらつきはないのか。３番目は、PTA行事が今までだと、夏休み前の土曜あたりに入っているのだが、予定表にはどうもPTA行事が入ってないような感じがする。その辺の調整をどのようにしているのか。
担任によるばらつきとは、どういった点のばらつきなのか。
具体的には学校単位で運営のばらつきというのが出るのではないか
ということである。学校としてのまとまりとは別に担任一人一人の学級運営の上手下手が出るか、全体が動くかどうか。
代表してという訳にはいかないが、当校の実態を話したい。１点目の多忙感について、一例として、通知表が昨年までのかたちとまったく変わらない。見通しをもってやっていたつもりだが、ついつい遅れてしまった。９月の頭の仕上がり予定だったが、中旬になってしまった。その後の通知表の資料の収集の例からぴったり一月遅れたと言える。あるいは、家庭訪問時の資料を作るにしてもはじめての取組だった。すべてが確かにそれにつながったなと思う。だが、今年はリズムがわかっているし、それからやることが見えてきている。年度当初から違う。なおかつ、始業式だった。入学式は二日も遅い。その成果が出てきている。今落ち着いて教職員が心を一つにして取り組んでいる。担任のばらつきについての指摘だが、これはゼロとは言わない。評価も違うと同じように、とらえ方が当然違ってきている。が、私が経営の中で一番考えていることは、その人の良さをいかに組み合わせていくか、ということである。最後にPTA行事のことだが、当校はPTAの皆さんと一緒に作り上げているので、２学期制になったから困ったというようなことはなく、逆に文化祭が２学期制だとここに行ったほうがいいねということで動かせる。あるいは、懇談会の春の段階で、預かり所ではありませんが、PTA総会はたいへん多くなった。預かっている子どもさんの数は全部で６０名くらいになった。それだけ去年より出ている訳だ。安心して。そんな感じで進んでいるので、今のところ大丈夫だ。
宮内小さんの中に、全教育活動を再度見直す必要があるとあるが、
それについて教育委員会さんで何かご支援できるものはないのか、教育委員会にもっと工夫してくれればもっと学校がうまくいくのかなというのが多々見受けられる。ここで教育委員会に苦言を呈して申し訳ないのだが、あえて言わしてもらうと、４月の始めにリリックホールで千何百人という教師が集められて、お偉い人の話があったそうだ。別にそれ自体が悪いというのではないが、そのためにうちらの学校からは１時間もかかって、授業時間を減らしてやらなければならない。新潟市はこんなことない。PTA会長さん、教育委員会へ行って言ってもらえないか、と私に一般の教師が言った。これは事実だ。その辺、まだ工夫が一つ必要なのではないかと思う。今日は先生方が誰もいないから、部活動がない、できない。それでは、もっと工夫が…。非常にその辺が残念だ。ぜひ偉い人の訓示は、必要なのはわかるけれども、それは逆にブロック単位でまとまるというのも一つの工夫かなと思う。
合併をし、新しい私たちの仲間と面識会をさせてもらった。私ども長岡市では従来やってきたものだ。今年は実施するにあたり、随分悩んだ。確かに周辺の皆さんは会場にお集まりになるにも少し時間がかかる、定時に集まっていただくには、場所によれば、授業カットや短縮授業をせざるを得ない。負担がかかることは重々わかっていた。しかしながら、今年度は合併元年ということで、次年度から何とか変えていかなくてはならないということで、担当指導主事、管理主事と話し合った結果、計画が進んでいたので実施させてもらった。面識会の持ち方等についても、参加型ではなく、私どもの挨拶や説明で終わったというのは否定しない。そいうことをご指摘いただいたのだが、私どもも精一杯一緒になった合併町村の学校の教職員の皆さん方を一堂で面識会ということでやらしてもらったということは、ご理解いただきたい。
することが悪いわけではない。はっきり言って先生方には不評だっ
た。
それは阪之上小に集まったときのことではないか。それは私どもの
主催ではない。確かにおっしゃるように、この４月は周辺のみなさんにとっては、足を運ぶ時間をかけながら集まるというものは数回あった。
各学校とも保護者に対する不安の払拭ということで、相当努力されていることは目に見えてわかってきている。私も、昨年２学期制の行事のすり合わせということで言わせてもらったのだが、確かに学校行事の中の見直しというのは、各学校で簡単にできるわけだ。他の学校区や体育協会などとのすり合わせはなされてない状況だと思う。今後その行事のすり合わせを行う予定はあるのか。
宮内小学校というわけではなくて、今私は小中校長会とかかわりをもたせてもらって、実際各校長会とも、小中とも２学期制が全部が入るときにはすべてすり合わせをしなければならないということは話し合っている。ただ、どこをどういうふうにすりあわせるかというのは、今年と来年徐々にそれをクローズアップさせていきたい。もう一つは中学校さんは対外的な県とのつながりがあるので、市内だけというわけにはいかないので、そこも考えながら進めようというのは話題にしている。もうしばらく時間をいただきたい。
中学校長会も、２学期制を前提にして、昨年から既に行事を動かし
てきている。具体的には、新人戦とか、新人各種大会、市内水泳をだいたい動かして、２学期制仕様にしてやってみようと、その上で、２学期制をやった学校の意見を聞きながら、これでいいのかどうかということを、もう一度考えようというふうなことで、今、南中学校、東北中学校の年間行事計画であのようなかたちに現在はなってきている。
今、２学期制の試行という段階だから、試行の学校ではたいへんその点で苦慮されているところもあろうかと思う。今の話のように、中学校の場合には県との関係で難しいところもあるだろうが、その辺も調整されていくものと思う。
他との調整ということで、参考までに紹介したいと思う。地域の行事との調整が必要だった。実際こういうことがあった。１６年度８月末の日曜日に運動会をやったのだが、そこはいつも学区内の四郎丸コミュニティを中心としたソフトボール大会の日で、それが重なったために、親の参加が非常に少なくて困ったという意見をもらった。１７年度については、運動会の日程が決まったらすぐ教えてほしいという要望があったので、地域のコミュニティには決まった段階ですぐ知らせた。
災害復興とリンクしているところ、そういったところとのセクションを設けているのか。
南中学校と山古志中学校は一緒に授業しているわけだが、南中は２学期制、山古志中は３学期制なので、もちろん山古志中だけが登校して、南中が休みになるし、その逆もある。そういったことで、校舎を共有しているわけだ。ただ、学校行事等で体育館が重ならないように工夫して使用し、山古志中の運動会は仮設住宅に近い丘陵公園で行えるように現在計画している。それぞれの状況に応じて調整を進めているところだ。
他になければ以上で協議は終わりたい。
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